
見守るときと甘えさせるとき

子育てで過保護になることはよくないと言われます。私もつ
いつい甘やかしてしまい、過保護的傾向があるので気をつける
ようにしています。どのような時に手を貸さずに見守ったらよ
いか、手をさしのべ甘えさせたらよいか迷ってしまいますね。
年齢的に子どもができることなのに、大人が先回りして手を

貸してあげるのはあまり良くないですね。失敗せずにできるか
もしれませんが、大事な過程が省略されてしまい、経験させる
ことができません。ムダなことをしているようですが、子ども
にとってはその過程が大事なのです。
逆に甘やかしてあげたいのは、子どもを抱っこしてあげたり、
ひざの上に乗せてあげたり、添い寝してあげるなどの体の甘え

です。子どもが体で甘えてきた時は十分受け入れてあげてくだ
さい。不安なことがあるとお母さんの体に寄り添って解消しよ
うとするのです。特に添い寝は効果ありですよ。「子どもが不
安定なんです」などの相談を受けた時は添い寝することを勧め
てきました。お母さんだって毎日の仕事で疲れてますよね。で
も、子どもと一緒に寝てしまってもいいんです。お母さんの体
の一部に触れているだけで安心して眠れるのです。お母さんの
パワーってすごいですね。
いつまでも親離れしないのでは…と、心配になるかもしれま

せんが、情緒が安定すれば子どもの方から「もういいや」と離
れていきますよ。今はたくさんスキンシップをとってあげてく
ださい。
子どもたちのかわいい笑顔がたくさん見られますように･･･。
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石巻の人口と世帯数 　平成１８年９月１日現在 
（　）内は昨年同月比 

81,794人　（－798人） 

 169,183人（－1,556人） 

87,389人   （－758人） 

59,533世帯（＋485世帯） 

表　紙　か　ら
9月10日、石巻専修大学を会場に石巻消防団の秋

季消防演習が行われました。団長の訓示、市長によ
る点検の後、恒例の分団対抗「ポンプ操法競技会」
が行われ、10の分団で敏速で正確な基本操法を競
い合っていました。
機敏な行動とチームワークから、災害から町を守

るという団員の使命感を強く感じました。
（シュウ）

編　集　後　記
日々の過ぎることは早すぎて･･･
いつの間にか夏がすぎ、静かに秋がやってきました。
4月に広報担当してから半年。
原稿締め切りに追われて、ようやく入稿の状態です。
「秋」夜長の秋‥読書の秋として…原稿作りに頑張ろうかな？
忘れてないの？「食欲の秋」？？（怖）･･･笑。
皆さんの「秋」はどんな秋でしょうか？
どんな秋でも実りの秋になりますように･･･。 ○ひ

をお待ちしています。
申・問　地区の保健推進員・河北子育て支援センター
河南子育て支援センターパプラ（1・ＦＡＸ７２‐４６７０）
★わいわいサロン
（２人の指導員と親子で遊びましょう。申し込みは不要です。）
農村環境改善センター２階（パプラ）午前９時３０分～１１時３０分
¡０・１歳親子
３日c えっさか！ほいさ　 １７日c 絵本の読み聞かせ
２４日c タオルであそぼう　 ３１日c サロントーキング

¡２歳以上親子　
５日e えっさか！ほいさ
１９日e おばあちゃんの読み聞かせ
２６日e タオルであそぼう
親子の上靴・飲み物・着替えなどをお持ちください。
★でんわ相談・来所相談・・・ひとりで悩まないで！（月～金）
★サークル活動支援（月・水・金曜日）
★スクエア　子育てひろば『親子バス遠足』
と　き １０月１０日c・１２日e（雨天決行）

午前９時３０分　パプラ集合　午後１時　パプラ到着
行き先 登米市米山町平筒沼ふれあい公園
参加費 １家族３００円（施設利用料など）＋保険料親子６０円（１人３０円）
持ち物 おやつ、お弁当、敷物、着替えなど
定　員 各日２５組〔先着〕
申込み １０月５日eまで、参加費を添えてパプラに申し込み。
★第3回サークルまつり「にこにこフェスティバル」
と　き １０月２９日a 午前１０時
ところ 河南農村環境改善センター
桃生地区子育て支援事業（桃生保健センター1７６‐３３６０）
★遊びの広場
ところ 桃生保健センター

１１日d、１８日d、２５日d

ところ 桃生文化交流会館（1７６‐３４１８）
７日g、１４日g、２１日g、２８日g

※いずれも午前９時３０分から
★親と子の遊びの広場出前事業
ところ 永井いきいき交流センター

２４日c 午前９時３０分～
★子育て電話相談 ５日e 1７６‐３３６０
対象者 どなたでもご相談できます。
相談内容 子育てに関すること
北上地区ひまわり子育て支援
★ひまわりキッズ 午前１０時～１１時３０分
ところ 北上保健センター（1６７‐２３０１）

４日d・１１日d・１８日d・２５日d

なかよし保育園子育て支援センター（1９６‐４５５１・ＦＡＸ２２‐９８８１）
★親子教室
¡１歳６カ月～２歳５カ月　３日c・１０日c

¡２歳６カ月以上　　　　 １７日c

★すくすく赤ちゃん
¡ネンネ・寝返りグループ　５日e・１２日e

¡ハイハイ・ヨチヨチグループ １９日e・２７日f

★ツインズ・デー ２０日f

いずれも午前１０時～１１時３０分　費用無料、申し込み不要
★料理教室 ２４日c おやつ作り　定員５人
午前１０時～１１時３０分　費用無料、要予約
市子育て支援センター（はまなす保育所内1・ＦＡＸ２４‐１２６０）
★あそびの広場
年齢別グループで、ふれあい遊び・工作などを行います。
指導員と一緒に親子で楽しく遊びませんか。

¡０歳～１歳半　６日f・２０日f

¡１歳半～２歳 １３日f・２７日f

¡２歳～２歳半　４日d・１８日d

¡２歳半～３歳 １１日d・２５日d

¡３歳～３歳半　３日c・１７日c・３１日c

¡３歳半以上　 １０日c・２４日c

いずれも午前１０時～１１時　費用無料、申し込み不要
（受付時間は午前９時３０分～９時５０分）
中央児童館（1・ＦＡＸ２３‐７４０６）
★うたとピアノのコンサート １４日g

第１部　音楽会にでかけてみよう（音楽鑑賞）
第２部　アンサンブルって何のこと（音楽体験）
講師　星由貴（音楽講師）
費用無料、申し込み不要　幼児から大人まで参加できます。
午前１０時３０分～１１時３０分
河北子育て支援センター（飯野川保育所内1６１‐１６０１・ＦＡＸ６２‐２３５９）
★あそびのひろば
スポーツの秋です。お子さんと一緒に体を動かして遊びませ
んか。（毎週月・水・木曜日　利用時間は、午前１０時～１１時３０分）
５日e 公園で遊びましょう（追波川河川運動公園）
１１日d 子育て支援センター周辺を散歩しましょう
★子育てひろば　地域に出向いています
＜今月の予定は＞地域の自然の中で遊びましょう
３日c 福地・横川・谷地（大川保育所）
６日f 五十五人・鶴家（鶴家公民館）
１３日f 沢田崎山・後谷地・川の上（後谷地老人憩の家）
１７日c 吉野・岩崎・飯野本地・飯野新田（新田交流会館）
２０日f 中島・中野・牧野巣・皿貝・馬鞍（皿貝老人憩の家）
以上の地区の方を対象に各会場に伺います。多くの方の参加

子育てアドバイス10 ★★★★★

申 問
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19

私
達
は
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
財
保
護
地
区
指
導
員
（
宮
城
県
文
化
財
保
護
地
区
指
導
員
）
と

し
て
遺
跡
の
保
護
管
理
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

牡
鹿
地
区
（
旧
牡
鹿
町
）
に
お
い
て
は
、
二
〇
ケ
所
の
遺
跡
の
現

況
調
査
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
現
在
は
、
年
間
五
ヶ
所
が
調
査
を
対

象
と
す
る
遺
跡
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
る
一
ヶ
所
の

遺
跡
に
つ
い
て
は
、
四
年
サ
イ
ク
ル
で
パ
ト
ロ
ー
ル
の
対
象
と
な
る

わ
け
で
す
。
四
年
目
に
、
再
び
同
じ
遺
跡
の
状
況
を
見
た
と
き
、
現

地
は
正
に
人
跡
未
踏
と
言
え
る
位
の
山
林
・
荒
野
と
な
っ
て
お
り
、

道
す
ら
な
い
よ
う
な
遺
跡
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
の
一
つ
一
つ
を
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
番
号
は
、
宮
城
県
に
お
い
て
登
録
さ
れ
て
い
る
牡

鹿
地
区
（
旧
牡
鹿
町
）
の
遺
跡
番
号
で
す
）

一
、
後
山
貝
塚
（
給
分
浜
後
山
）
遺
跡
が
多
い
地
区
の
中
心
に
あ
り
、

縄
文
時
代
中
期
〜
後
期
の
土
器
片
や
貝
類
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

二
、
小
渕
遺
跡
（
給
分
浜
）
縄
文
中
期
の
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

三
、
金
華
山
遺
跡
・
四
、
金
華
山
貝
塚
に
つ
い
て
は
、
昨
年
掲
載
し

ま
し
た
「
島
の
文
化
財
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
省
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

五
、
黒
崎
遺
跡
（
鮎
川
浜
黒
崎
）
開
拓
地
に
あ
り
、
石
器
の
破
片
等

が
出
土
し
て
お
り
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
が
少
量
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。

六
、
藤
畑
遺
跡
（
清
水
田
浜
）
縄
文
時
代
後
期
の
土
器
片
が
出
土
し

て
お
り
、
量
は
多
い
の
で
す
が
、
細
か
い
破
片
で
、
表
面
の
磨
耗
が

著
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

七
、
羽
黒
下
遺
跡
（
給
分
浜
羽
黒
下
）
縄
文
前
期
〜
中
期
に
か
け
て

の
土
器
や
石
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

（
※
八
・
九
は
欠
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

一
〇
、
観
音
館
跡
（
給
分
浜
後
山
）
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
木

造
十
一
面
観
音
立
像
が
あ
る
他
、
大
同
元（
八
〇
六
）年
創
建
と
伝
え

ら
れ
る
宮
城
県
指
定
文
化
財
の
観
音
堂
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お
堂

前
の
杉
の
切
株
の
地
下
約
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
お
よ
そ
二
万
個
あ
ま

り
の
経
石
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
弘
安
の
板
碑（
一
一
二
八

年
）も
あ
り
ま
す
。

一
一
、
石
森
城
跡
（
大
原
浜
）
登
米
郡
の
「
石
森
の
庄
」
よ
り
移
住

し
た
館
主
で
す
が
、
葛
西
家
と
の
縁
も
深
く
、
そ
の
後
、
大
原
村
の

村
主
と
な
り
、
仙
台
藩
の
御
用
も
勤
め
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
城
跡
の

範
囲
は
お
よ
そ
一
、六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

一
二
、
中
沢
遺
跡
（
給
分
浜
中
沢
）
縄
文
土
器
や
石
器
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

一
三
、
二
渡
ふ
た
わ
た
し

貝
塚
（
清
水
田
浜
）
縄
文
土
器
、
石
棒
、
石
斧
、
石
臼

な
ど
の
道
具
や
貝
類
が
出
土
し
、
遺
物
は
ま
だ
地
中
深
く
埋
ま
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
四
、
苗な
わ

代し
ろ

目め

遺
跡
（
谷
川
浜
苗
代
目
）
縄
文
時
代
前
期
・
後
期
の

土
器
や
石
器
の
破
片
が
少
量
出
土
し
て
い
ま
す
。

一
五
、
小
寺
遺
跡
（
給
分
浜
）
縄
文
時
代
前
期
・
後
期
の
土
器
や
石

器
の
み
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

一
六
の
網あ

地じ

遺
跡
も
、
昨
年
掲
載
し
ま
し
た
「
島
の
文
化
財
」
で
紹

介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
七
、
鴨
川
遺
跡
（
鮎
川
浜
）
縄
文
土
器
や
石
器
が
少
量
出
土
し
ま

し
た
が
、
現
在
は
山
深
く
、
密
林
化
し
て
お
り
、
立
ち
入
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
八
、
中
沢
館
跡
（
給
分
浜
中
沢
）
先
に
紹
介
し
た
一
一
の
石
森
城

跡
と
同
じ
く
、
葛
西
系
の
館
跡
で
す
が
、
館
主
は
不
明
で
す
。

一
九
、
網あ

地じ

製
塩
遺
跡
（
網
地
浜
五
味
尻
）
遺
跡
の
消
滅
が
心
配
で

す
（
写
真
参
照
）。

二
〇
、
十く

八ぐ

成な
り

浜は
ま

館
跡
（
十
八
成
浜
中
山
）
破
壊
さ
れ
た
時
期
や
理

由
が
不
明
な
の
で
す
が
、
一
時
期
は
開
発
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
場

所
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
毎
年

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
遺
跡
を
含
め
た
文

化
財
の
保
護
に
は
、
市
民

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可

欠
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

市
民
、
ひ
い
て
は
国
民
共

有
の
遺
産
を
守
る
た
め

に
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル石

巻
市
文
化
財
保
護
委
員
　
渡
邊
　
久
夫

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

運
動
療
法
」

市立病院循環器科部長

金 野 裕 司

健
康
コ
ラ
ム

最
近
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
に

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
が
あ
り
ま
す
。
ウ
エ
ス
ト
値

な
ど
が
診
断
基
準
で
、
内
臓
脂
肪

が
蓄
積
し
高
脂
血
症
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
発

症
し
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
は
初
期
に
は
無
症
状
で

あ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
そ

の
状
態
を
放
っ
た
ま
ま
に
す
る
と

健
常
人
に
比
べ
脳
卒
中
や
狭
心

症
・
心
筋
梗
塞
な
ど
直
接
命
に
か

か
わ
る
別
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

確
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
が
発
症

し
て
し
ま
い
、
あ
る
基
準
を
超
え

た
場
合
に
は
、
病
院
で
の
治
療
が

必
要
と
な
る
の
で
予
防
は
非
常
に

大
事
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
内

臓
脂
肪
を
蓄
積
さ
せ
な
い
」
こ
と

に
尽
き
ま
す
。

そ
し
て
予
防
の
二
本
柱
が
こ
れ

も
よ
く
聞
く
「
食
事
療
法
」
と

「
運
動
療
法
」
で
す
。
食
事
療
法

の
肝
は
と
に
か
く
食
べ
過
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
運
動

療
法
の
方
は
適
度
な
運
動
を
心
が

け
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

適
度
な
運
動
の
例
と
し
て
良
く
見

か
け
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
足
へ
の

負
担
も
少
な
く
手
軽
に
行
え
る
と

い
う
面
で
は
お
勧
め
で
す
が
、
運

動
強
度
が
若
干
低
く
時
間
効
率
は

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
や

や
劣
る
よ
う
で
す
。
そ
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
体
重
が
適

正
で
な
い
方
が
い
き
な
り
始
め
る

と
足
首
や
膝
・
腰
な
ど
へ
の
負
担

が
大
き
く
故
障
の
原
因
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
手
軽
に
実
行
で
き

る
と
い
う
点
か
ら
は
自
転
車
も
お

勧
め
で
す
。
運
動
強
度
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
中
間
く

ら
い
で
、
よ
ほ
ど
遠
乗
り
を
し
な

け
れ
ば
故
障
の
原
因
に
な
り
に
く

く
、
ま
た
石
巻
は
比
較
的
坂
の
少

な
い
街
で
あ
り
自
転
車
に
は
好
都

合
と
い
え
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
自
分
の
体
力

に
見
合
っ
た
軽
い
運
動
を
無
理
せ

ず
に
継
続
す
る
こ
と
が
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に

有
効
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

▲網地製塩遺跡炉の跡

●講演会 
「肝炎の予防・診断と 
　治療及び日常生活に 

ついて」 
 
　肝炎の最新情報につい
てご紹介します。ぜひご
参加ください。  
 
と　き　10月17日C

　　　　午後7時～8時 
 
ところ　石巻文化センター 
 
講　師　石巻市立病院　
　診療部門長兼消化器科部長 
　　赤羽武弘氏  
 
定　員　50人  
 
 
申・問　健康管理課 
　　　　（内線419） 
申 問 


